























橋 本 光 憲
対ノンネイティブの関係を重視している｡英語学
者には ｢英語をあるがままに受け止めよう｣とす
る人が多いようで､英語に何らかの使用制限を加
えることを嫌うようである｡しかし､国際ビジネ
ス ･コミュニケーションの場で､ネイティブ側に
果して英語を好き勝手に使わせるのが､｢正 しい｣
と言い切れるだろうか｡
私の句動詞の研究は､旬動詞そのもの研究では
なくて､国際ビジネスの中での句動詞のあり方を
問うものである｡1990年に､ビジネス･コミュニケー
ション学会 (本部 :米国一略称ABC)の専務理
事､Dr.JohnD.Pettit,Jr.が来日して､".‥Thus,
weshouldavoidthem (ambiguousphrasalverbs
andc11turalyderivedwords)inourinterna-
tionalcommunicationefforts,"と理解を示す発
言をし､英語国民側とも問題意識を共有できるこ
とを声明したのは意義深い｡
その後数年､私は米国での会議や､ニュー
ジーランド(ここではRachelMcAlpine,Global
EnglishforGlobalBusiness,Longman,Aukland,
1997という同主旨の冊子がでている)､シンガポー
ル､そしてさる8月には京都でと､発表を続けた｡
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京都では､句動詞の中で､非英語国民にとって意 更にその代案の英語例を提示 した｡これで一連の
味の暖味な27の二語動詞と47の三語動詞を指定し､ 句動詞研究に終止符を打ったのである｡
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